
(57)【要約】

【課題】従来のメタル担体では、コアを形成する波板と

平板もしくは小波板との接合部に生じるフィレットによ

って触媒の無駄が多くなっている。

【解決手段】金属製薄板から成る帯状の波板１と平板２

とを交互に重ね、これらを多重に巻回してコア３を形成

し、波板１の頂部１ａと平板２とを接合した後、コア３

に金属製の触媒を含有する液体を流し込んでコア３の表

面に触媒を含有する薄膜を形成して成るメタル担体であ

って、波板１の頂部１ａの半径Ｒを、波板１と平板２と

の接合部に生じるフィレット５の円弧の半径ｒとほぼ等

しくなるように設定したことを特徴とする。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 製 薄 板 か ら 成 る 帯 状 の 波 板 （ １ ） と 平 板 （ ２ ） も し く は 波 板 （ １ ） よ り も 波 高 が 小
さ い 小 波 板 と を 交 互 に 重 ね 、 こ れ ら を 多 重 に 巻 回 し て コ ア （ ３ ） を 形 成 し 、 波 板 （ １ ） の
頂 部 （ １ ａ ） と 平 板 （ ２ ） も し く は 小 波 板 と を 接 合 し た 後 、 コ ア （ ３ ） に 金 属 製 の 触 媒 を
含 有 す る 液 体 を 流 し 込 ん で コ ア （ ３ ） の 表 面 に 前 記 触 媒 を 含 有 す る 薄 膜 を 形 成 し て 成 る メ
タ ル 担 体 で あ っ て 、
　 波 板 （ １ ） の 頂 部 （ １ ａ ） の 半 径 （ Ｒ ） を 、 波 板 （ １ ） と 平 板 （ ２ ） も し く は 小 波 板 と
の 接 合 部 に 生 じ る フ ィ レ ッ ト （ ５ ） の 円 弧 の 半 径 （ ｒ ） と ほ ぼ 等 し く な る よ う に 設 定 し た
こ と を 特 徴 と す る メ タ ル 担 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 半 径 （ Ｒ ） は 波 板 （ １ ） の 頂 部 （ １ ａ ） の 内 側 の 半 径 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の メ タ ル 担 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 半 径 （ Ｒ ） は 半 径 （ ｒ ） の １ ． ０ ～ １ ． ２ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の メ
タ ル 担 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 金 属 製 薄 板 か ら 成 る 帯 状 の 波 板 （ １ ） と 平 板 （ ２ ） と を 交 互 に 重 ね 、 こ れ ら を 多 重 に 巻
回 し て コ ア （ ３ ） を 形 成 し 、 波 板 （ １ ） の 頂 部 （ １ ａ ） と 平 板 （ ２ ） も し く は 小 波 板 と を
接 合 し た 後 、 コ ア （ ３ ） に 金 属 製 の 触 媒 を 含 有 す る 液 体 を 流 し 込 ん で コ ア （ ３ ） の 表 面 に
前 記 触 媒 を 含 有 す る 薄 膜 を 形 成 し て 成 る メ タ ル 担 体 で あ っ て 、
　 波 板 （ １ ） の 頂 部 （ １ ａ ） の 半 径 （ Ｒ ） を 、 波 板 （ １ ） と 平 板 （ ２ ） も し く は 小 波 板 と
の 接 合 部 に 生 じ る フ ィ レ ッ ト （ ５ ） の 円 弧 の 平 均 半 径 に 標 準 偏 差 １ σ 以 上 を 加 算 し て 設 定
し 、 且 つ 波 板 （ １ ） の 波 箔 縦 壁 部 （ １ ｂ ） を 平 板 （ ２ ） に 対 し て 略 垂 直 と な る よ う に 設 定
し た こ と を 特 徴 と す る メ タ ル 担 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 波 板 （ １ ） の 高 さ （ Ｈ ） と 波 ピ ッ チ （ Ｐ ） の 関 係 を 、 Ｈ ＞ Ｐ と し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の メ タ ル 担 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 燃 機 関 等 の 排 気 系 に 装 着 す る 触 媒 コ ン バ ー タ に 用 い る メ タ ル 担 体 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の 如 く 、 内 燃 機 関 等 の 排 気 系 に は 、 排 ガ ス を 浄 化 す る 触 媒 コ ン バ ー タ が 装 着 さ れ て
い る が 、 こ の 種 の 触 媒 コ ン バ ー タ に 用 い る 触 媒 担 体 と し て 、 Ｆ ｅ － Ｃ ｒ － Ａ ｌ 系 フ ェ ラ イ
ト ス テ ン レ ス 箔 材 等 の 金 属 製 薄 板 か ら 成 る メ タ ル 担 体 が 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の メ タ ル 担 体 を 製 造 す る に は 、 金 属 製 薄 板 か ら 成 る 波 板 と 平 板 と を 交 互 に 重 ね 、
こ れ ら を 多 重 に 巻 回 し て 断 面 円 形 状 等 の ハ ニ カ ム 構 造 の コ ア を 形 成 す る 。 な お 、 平 板 に 代
え て 波 板 よ り も 波 高 が 低 い 小 波 板 を 使 用 す る こ と も あ る 。 次 い で 、 コ ア 外 周 に ろ う 箔 材 を
巻 き 回 し 、 こ れ ら を 金 属 製 の 外 筒 内 に 圧 入 し て 真 空 状 態 で 加 熱 す る こ と に よ り 波 板 の 頂 部
と 平 板 と を 拡 散 接 合 す る と 共 に 、 外 筒 と コ ア を ろ う 付 け 接 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 コ ア に 白 金 等 か ら 成 る 触 媒 の 担 持 処 理 を 施 し 、 外 筒 の 両 端 部 に デ ィ フ ュ ー ザ を
溶 着 し て 触 媒 コ ン バ ー タ と す る 。 な お 、 触 媒 の 担 持 処 理 と し て は 、 コ ア に 触 媒 を 含 有 す る
ウ ォ ッ シ ュ コ ー ト 溶 液 を 流 し 込 ん で コ ア の 表 面 に 前 記 触 媒 を 含 有 す る 薄 膜 を 形 成 す る 方 法
が 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ １ ３ １ ７ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ４ ４ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に し て 製 造 さ れ る メ タ ル 担 体 に あ っ て は 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 波 板 １ ０ １ と 平 板
１ ０ ２ （ も し く は 小 波 板 ） と の 接 合 部 に 、 ウ ォ ッ シ ュ コ ー ト 溶 液 の 表 面 張 力 に よ っ て フ ィ
レ ッ ト １ ０ ３ （ 触 媒 溜 ま り ） が 発 生 す る 。 こ の フ ィ レ ッ ト １ ０ ３ は 、 板 材 、 空 気 （ 雰 囲 気
） 、 溶 液 の 表 面 張 力 等 に よ っ て 決 定 さ れ 、 円 弧 を 描 く よ う に 形 成 さ れ 、 厚 み が 大 き い た め
、 そ の 中 に 含 ま れ て い る 触 媒 が 本 来 の 機 能 を 発 揮 す る こ と が で き ず 、 無 駄 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 コ ア を 形 成 す る 波 板 と 平 板 も し く は 小 波 板 と の 接 合 部 に 生 じ る フ ィ レ
ッ ト を 小 さ く し て 、 無 駄 な 触 媒 の 量 を 少 な く す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 上 記 目 的 に 加 え て 、 さ ら に 浄 化 性 能 を 向 上 さ せ る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の メ タ ル 担 体 は 、 金 属 製 薄 板 か ら 成 る 帯 状 の 波 板 １ と 平 板 ２ も し く は 波 板 １ よ り
も 波 高 が 小 さ い 小 波 板 と を 交 互 に 重 ね 、 こ れ ら を 多 重 に 巻 回 し て コ ア ３ を 形 成 し 、 波 板 １
の 頂 部 １ ａ と 平 板 ２ も し く は 小 波 板 と を 接 合 し た 後 、 コ ア ３ に 金 属 製 の 触 媒 を 含 有 す る 液
体 を 流 し 込 ん で コ ア ３ の 表 面 に 触 媒 を 含 有 す る 薄 膜 を 形 成 し て 成 る メ タ ル 担 体 で あ っ て 、
波 板 １ の 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ を 、 波 板 １ と 平 板 ２ も し く は 小 波 板 と の 接 合 部 に 生 じ る フ ィ レ
ッ ト ５ の 円 弧 の 半 径 ｒ と ほ ぼ 等 し く な る よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の メ タ ル 担 体 は 、 波 板 １ の 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ を 、 波 板 １ と 平 板 ２ も し く は 小 波 板
と の 接 合 部 に 生 じ る フ ィ レ ッ ト ５ の 円 弧 の 半 径 ｒ と ほ ぼ 等 し く な る よ う に 設 定 し た こ と に
よ り 、 波 板 １ の 頂 部 １ ａ の 内 側 に 触 媒 溜 ま り が 殆 ど 生 じ ず 、 ま た 、 フ ィ レ ッ ト の 大 き さ も
半 径 Ｒ が 半 径 ｒ よ り も 大 き い 場 合 に 比 べ て 小 さ く な る た め 、 無 駄 な 触 媒 量 を 最 小 に す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 と な る 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 実 施 例 １ に お け る メ タ ル 担 体 の 製 造 方 法 の 説 明 図 、 図 ２ は 実 施 例 １ の メ タ ル 担 体
の 斜 視 図 、 図 ３ は 本 実 施 例 お け る 効 果 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 施 例 の メ タ ル 担 体 の 基 本 構 造 は 従 来 と 同 様 で あ り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 金 属 製 薄 板
か ら 成 る 帯 状 の 波 板 １ と 平 板 ２ と を 交 互 に 重 ね 、 こ れ ら を 多 重 に 巻 回 し て 断 面 円 形 状 等 の
ハ ニ カ ム 構 造 の コ ア ３ を 形 成 し 、 コ ア ３ の 外 周 に ろ う 箔 材 を 巻 き 回 し て 、 こ れ ら を 図 ２ に
示 す よ う に 、 金 属 製 の 外 筒 ４ 内 に 圧 入 し て 真 空 状 態 で 加 熱 す る こ と に よ り 、 波 板 １ と 平 板
２ と を 拡 散 接 合 す る と 共 に 、 外 筒 ４ と コ ア ３ を ろ う 付 け 接 合 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 コ ア ３ に 白 金 等 の 触 媒 を 含 有 す る ウ ォ ッ シ ュ コ ー ト 溶 液 を 流 し 込 ん で コ ア ３ の
表 面 に 前 記 触 媒 を 含 有 す る 薄 膜 を 形 成 し 、 外 筒 ４ の 両 端 部 に デ ィ フ ュ ー ザ （ 図 示 せ ず ） を
溶 着 し て 触 媒 コ ン バ ー タ と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 波 板 １ の 厚 み が ３ ０ μ ｍ 、 波 高 が ２ ． ０ ｍ ｍ 、 波 ピ
ッ チ が １ ． ６ ｍ ｍ と な っ て お り 、 波 板 １ の 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ を ０ ． ２ ｍ ｍ 、 ０ ． ３ ｍ ｍ 、
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０ ． ４ ｍ ｍ と し た と き の フ ィ レ ッ ト ５ の 断 面 積 は ５ ５ 、 ６ ５ 、 ９ ０ と な っ て い る 。 こ の 面
積 は 、 図 ４ に 示 す 従 来 例 （ 波 高 １ ． ２ ｍ ｍ 、 ピ ッ チ ２ ． ５ ６ ｍ ｍ 、 頂 部 半 径 ０ ． ５ ５ ｍ ｍ
） の フ ィ レ ッ ト １ ０ ３ の 断 面 積 を １ ０ ０ と し た と き の 比 較 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ ィ レ ッ ト ５ の 円 弧 の 半 径 ｒ は ０ ． ２ ５ ｍ ｍ で あ り 、 波 板 １ の 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ が ０ ．
２ ｍ ｍ の と き に は 頂 部 １ ａ の 内 側 に 触 媒 溜 ま り ６ が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 波 板 １ の 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ が ０ ． ４ ｍ ｍ の と き に は 頂 部 １ ａ の 内 側 に 触 媒 溜 ま り
は 生 じ て い な い が 、 フ ィ レ ッ ト ５ の 面 積 は 半 径 Ｒ が ０ ． ２ ｍ ｍ の と き よ り も 大 き く な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に 対 し 、 波 板 １ の 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ が ０ ． ３ ｍ ｍ の と き に は 頂 部 １ ａ の 内 側 に 触 媒
溜 ま り が 殆 ど 生 じ て お ら ず 、 フ ィ レ ッ ト ５ の 面 積 は 半 径 Ｒ が ０ ． ４ ｍ ｍ の と き よ り も 小 さ
く な っ て お り 、 半 径 Ｒ が ０ ． ２ ｍ ｍ 、 ０ ． ４ ｍ ｍ の と き と 比 べ て 無 駄 な 触 媒 の 合 計 量 が 少
な く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 半 径 Ｒ は 頂 部 １ ａ の 外 径 で あ り 、 頂 部 １ ａ の 内 径 は 半 径 Ｒ よ り も 小
さ く 、 半 径 Ｒ が ０ ． ３ ｍ ｍ の 場 合 は 頂 部 １ ａ の 内 径 が ０ ． ３ ｍ ｍ － ０ ． ０ ３ ｍ ｍ ＝ ０ ． ２
７ ｍ ｍ で あ る の で 、 フ ィ レ ッ ト ５ の 円 弧 の 半 径 ｒ と ほ ぼ 等 し く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 頂 部 １ ａ の 内 径 を 基 準 に す る と 、 波 板 １ の 厚 み に よ る 影 響 が 無 く な る た め
、 よ り 精 度 良 く 触 媒 溜 ま り の 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 頂 部 １ ａ の 内 径 は 半 径 ｒ と 完 全 に 同 一 で な く て も よ い が 、 半 径 ｒ の １ ． ０ ～ １ ．
２ 倍 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 波 板 と 平 板 と を 重 ね た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 平 板 に 代 え て
波 板 よ り も 波 高 が 小 さ い 小 波 板 を 波 板 と 重 ね て コ ア を 形 成 し た 場 合 に つ い て も 同 様 の 効 果
を 得 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 実 施 例 ２ に お け る メ タ ル 担 体 の 部 分 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 例 の メ タ ル 担 体 の 基 本
構 造 は 実 施 例 １ と 同 じ で あ り 、 金 属 製 薄 板 か ら 成 る 帯 状 の 波 板 １ と 平 板 ２ と を 交 互 に 重 ね
、 こ れ ら を 多 重 に 巻 回 し て 断 面 略 長 四 角 形 の ハ ニ カ ム 構 造 の コ ア ３ を 形 成 し 、 コ ア ３ の 外
周 に ろ う 箔 材 を 巻 き 回 し て （ 図 １ 参 照 ） 、 こ れ ら を 金 属 製 の 外 筒 ４ 内 に 圧 入 し て 真 空 状 態
で 加 熱 す る こ と に よ り 、 波 板 １ と 平 板 ２ と を 拡 散 接 合 す る と 共 に 、 外 筒 ４ と コ ア ３ と を ろ
う 付 け 接 合 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 コ ア ３ に 白 金 等 の 触 媒 を 含 有 す る ウ ォ ッ シ ュ コ ー ト 溶 液 を 流 し 込 ん で コ ア ３ の
表 面 に 前 記 触 媒 を 含 有 す る 薄 膜 を 形 成 し 、 外 筒 ４ の 両 端 部 に デ ィ フ ュ ー ザ （ 図 示 せ ず ） を
溶 着 し て 触 媒 コ ン バ ー タ と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 波 板 １ の 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ を 、 フ ィ レ ッ ト ５ の 円 弧
の 平 均 半 径 ＋ １ σ 以 上 （ σ ： 標 準 偏 差 ） と な る よ う に 設 定 す る と と も に 、 波 板 １ の 波 箔 縦
壁 部 １ ｂ を 平 板 ２ に 対 し て 略 垂 直 （ こ こ で は ８ ８ ° と し て い る が 、 好 ま し く は ９ ０ ° ） と
な る よ う に 設 定 し て い る 。 図 ６ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 実 施 例 ２ の 具 体 的 な 設 計 事 例 を 示 す 説
明 図 で あ る 。 本 実 施 例 で は 、 フ ィ レ ッ ト ５ の 円 弧 の 半 径 ｒ が 平 均 で ０ ． ２ ６ ４ ｍ ｍ 、 標 準
偏 差 が ０ ． ０ ２ ４ と な る ウ ォ ッ シ ュ コ ー ト 溶 液 を 用 い た 例 を 示 し て い る 。 こ こ で は 、 波 板
１ の 頂 部 １ ａ へ の 触 媒 詰 ま り の 発 生 確 率 を １ ％ 以 下 に す る た め 、 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ を 、 フ
ィ レ ッ ト ５ の 円 弧 の 半 径 ｒ の 平 均 値 ＋ ２ ． ３ ３ σ と し 、 ０ ． ３ ２ ｍ ｍ と 設 定 し て い る 。 ま
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た 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す 設 計 事 例 は 、 波 板 １ の 密 度 を ６ ０ ０ セ ル と し た も の で あ り 、 波 高 １
． ９ １ ｍ ｍ 、 波 ピ ッ チ は 半 径 Ｒ の ２ 倍 と な る １ ． ２ ８ ｍ ｍ と し て い る 。 こ れ に よ り 、 波 板
高 さ Ｈ と 波 ピ ッ チ Ｐ の 関 係 を Ｈ ＞ Ｐ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 波 板 １ に お い て は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 頂 部 １ ａ の 内 側 に 触 媒
溜 ま り が 殆 ど 生 じ る こ と が な い 。 例 え ば 、 図 ６ の よ う に 半 径 Ｒ を ０ ． ３ ２ ｍ ｍ と し た 場 合
は 、 ９ ９ ％ の 確 率 で 触 媒 溜 ま り が 発 生 し な い よ う に す る こ と が で き る 。 ま た 、 フ ィ レ ッ ト
５ の 面 積 も 半 径 Ｒ を ０ ． ４ ｍ ｍ と し た と き （ 図 ３ 参 照 ） よ り も 小 さ く な っ て お り 、 無 駄 な
触 媒 の 合 計 量 が 少 な く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
一 方 、 本 実 施 例 で は 、 波 板 １ の 波 箔 縦 壁 部 １ ｂ を 平 板 ２ に 対 し て 略 直 角 と し て い る 。 図 ７
で 波 箔 縦 壁 部 １ ｂ を 略 直 角 と す る こ と で 得 ら れ る 触 媒 削 減 効 果 を 説 明 す る 。 図 ７ （ ａ ） は
、 こ れ ま で の 波 板 を 表 し 、 フ ィ レ ッ ト ５ の 円 弧 の 半 径 ｒ は 波 板 の 直 線 部 分 と 接 し て お り 、
フ ィ レ ッ ト ５ は 接 点 Ｒ ｆ ａ 、 Ｒ ｆ ｂ 、 Ｒ １ ａ で 囲 ま れ た 範 囲 に 生 成 さ れ て い る 。 対 し て 図
７ （ ｂ ） で は 、 波 箔 縦 壁 部 １ ｂ が 略 直 角 で あ る こ と か ら フ ィ レ ッ ト ５ の 円 弧 の 半 径 ｒ と 波
板 １ の 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ と が 接 す る こ と に な り 、 幾 何 学 的 に 見 て 、 図 ７ （ ａ ） に お け る フ
ィ レ ッ ト ５ の 面 積 よ り 小 さ く な る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 波 板 １ の 頂 部 １ ａ の 半 径 Ｒ を フ ィ レ ッ ト ５ の 円 弧 の 半 径 ｒ よ り や や 大 き
く 設 定 し 、 か つ 波 板 １ の 波 箔 縦 壁 部 １ ｂ が 略 直 角 と な る 波 板 形 状 と す る こ と で 、 無 駄 な 触
媒 を 最 小 限 に す る こ と が 可 能 と な り 、 コ ス ト 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 標 準 偏 差 を ２ ． ３ ３ と し た 例 に つ い て 示 し た が 、 本 実 施 例 の 効 果 を
得 る た め に は 、 標 準 偏 差 は 少 な く と も １ σ あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 と く に 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 波 板 高 さ Ｈ と 波 板 ピ ッ チ Ｐ と の 関 係 を Ｈ ／ Ｐ ＝ １ ．
５ と し た 場 合 に は 、 現 状 の 波 板 よ り 熱 伝 達 率 を 支 配 す る 代 表 長 さ （ 相 当 直 径 ） を 小 さ く す
る こ と が で き 、 担 体 が 温 ま り や す く な り エ ン ジ ン 始 動 時 の 触 媒 活 性 化 ま で の 時 間 が 短 く で
き る こ と か ら 、 コ ー ル ド 域 で の 浄 化 性 能 を 向 上 で き る 。 な お 、 こ の 効 果 は 実 施 例 １ で の 波
板 形 状 に お い て も 、 Ｈ ／ Ｐ を 大 き く と る こ と で 浄 化 性 能 を 向 上 で き る が 、 波 箔 縦 壁 部 １ ｂ
を 略 直 角 に す る 本 実 施 例 が Ｈ ／ Ｐ を 最 大 に で き 浄 化 性 能 が 最 も よ い 波 板 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 波 板 高 さ Ｈ ＞ 波 ピ ッ チ Ｐ に お い て 、 Ｈ ： Ｐ ≒ １ ： １ 程
度 と し た 場 合 は 、 コ ー ル ド 域 で の 浄 化 性 能 は 若 干 低 下 す る も の の 、 セ ル 密 度 が 高 く な る た
め 、 全 体 と し て 浄 化 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ち な み に 、 図 ６ （ ａ ） の よ う に 波 高
１ ． ９ １ ｍ ｍ と し た 場 合 を ６ ０ ０ セ ル と す る と 、 図 ６ （ ｂ ） の よ う に 波 高 １ ． ３ ５ ｍ ｍ で
は ９ ０ ０ セ ル と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 総 合 的 に コ ス ト が 安 く 、 且 つ 浄 化 性 能 の 高 い
製 品 を 供 給 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 波 板 と 平 板 と を 重 ね た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 平 板 に 代 え て
波 板 よ り も 波 高 が 小 さ い 小 波 板 を 波 板 と 重 ね て コ ア を 形 成 し た 場 合 に つ い て も 同 様 の 効 果
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 例 以 外 に も 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 上 記 実 施 例 に 種 々 の 改
変 を 施 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に お け る メ タ ル 担 体 の 製 造 方 法 の 説 明 図 。
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【 図 ２ 】 実 施 例 １ の メ タ ル 担 体 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の 効 果 の 説 明 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の メ タ ル 担 体 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ２ に お け る メ タ ル 担 体 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 実 施 例 ２ の 具 体 的 な 設 計 事 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 波 箔 縦 壁 部 を 略 直 角 と す る こ と で 得 ら れ る 触 媒 削 減 効 果 の 説 明
図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 １ 　 　 波 板
　 　 １ ａ 　 波 板 の 頂 部
　 　 １ ｂ 　 波 箔 縦 壁 部
　 　 ２ 　 　 平 板
　 　 ３ 　 　 コ ア
　 　 ４ 　 　 外 筒
　 　 ５ 　 　 フ ィ レ ッ ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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